
生
活
困
窮
者
等
の
自
立
を
促
進
す
る
た
め
の
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱

第
一

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
の
一
部
改
正

一

基
本
理
念
の
創
設

１

生
活
困
窮
者
に
対
す
る
自
立
の
支
援
は
、
生
活
困
窮
者
の
尊
厳
の
保
持
を
図
り
つ
つ
、
生
活
困
窮
者
の
就
労
の
状
況

、
心
身
の
状
況
、
地
域
社
会
か
ら
の
孤
立
の
状
況
そ
の
他
の
状
況
に
応
じ
て
、
包
括
的
か
つ
早
期
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
条
第
一
項
関
係
）

２

生
活
困
窮
者
に
対
す
る
自
立
の
支
援
は
、
地
域
に
お
け
る
福
祉
、
就
労
、
教
育
、
住
宅
そ
の
他
の
生
活
困
窮
者
に
対

す
る
支
援
に
関
す
る
業
務
を
行
う
関
係
機
関
（
以
下
単
に
「
関
係
機
関
」
と
い
う
。
）
及
び
民
間
団
体
と
の
緊
密
な
連

携
そ
の
他
必
要
な
支
援
体
制
の
整
備
に
配
慮
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
条
第
二
項

関
係
）

二

生
活
困
窮
者
の
定
義
の
見
直
し

生
活
困
窮
者
の
定
義
に
つ
い
て
、
経
済
的
困
窮
に
至
る
要
因
と
し
て
、
「
就
労
の
状
況
、
心
身
の
状
況
、
地
域
社
会
と

の
関
係
性
そ
の
他
の
事
情
」
を
明
記
す
る
こ
と
。
（
第
三
条
第
一
項
関
係
）



三

生
活
困
窮
者
一
時
生
活
支
援
事
業
の
拡
充

生
活
困
窮
者
一
時
生
活
支
援
事
業
を
次
に
掲
げ
る
事
業
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
条
第
六
項
関
係
）

１

一
定
の
住
居
を
持
た
な
い
生
活
困
窮
者
に
対
し
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
に
わ
た
り
、
宿
泊
場
所
の
供
与
、

食
事
の
提
供
そ
の
他
当
該
宿
泊
場
所
に
お
い
て
日
常
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
便
宜
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

便
宜
を
供
与
す
る
事
業

２

次
に
掲
げ
る
生
活
困
窮
者
に
対
し
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
に
わ
た
り
、
訪
問
に
よ
る
必
要
な
情
報
の
提
供

及
び
助
言
そ
の
他
の
現
在
の
住
居
に
お
い
て
日
常
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
便
宜
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便

宜
を
供
与
す
る
事
業

１
に
掲
げ
る
事
業
を
利
用
し
て
い
た
生
活
困
窮
者
で
あ
っ
て
、
現
に
一
定
の
住
居
を
有
す
る
も
の

（一）

現
在
の
住
居
を
失
う
お
そ
れ
の
あ
る
生
活
困
窮
者
で
あ
っ
て
、
地
域
社
会
か
ら
孤
立
し
て
い
る
も
の

（二）

四

子
ど
も
の
学
習
・
生
活
支
援
事
業
の
創
設

子
ど
も
の
学
習
・
生
活
支
援
事
業
を
次
に
掲
げ
る
事
業
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
条
第
七
項
関
係
）

１

生
活
困
窮
者
で
あ
る
子
ど
も
に
対
し
、
学
習
の
援
助
を
行
う
事
業



２

生
活
困
窮
者
で
あ
る
子
ど
も
及
び
当
該
子
ど
も
の
保
護
者
に
対
し
、
当
該
子
ど
も
の
生
活
習
慣
及
び
育
成
環
境
の
改

善
に
関
す
る
助
言
を
行
う
事
業

３

生
活
困
窮
者
で
あ
る
子
ど
も
の
進
路
選
択
そ
の
他
の
教
育
及
び
就
労
に
関
す
る
問
題
に
つ
き
、
当
該
子
ど
も
及
び
当

該
子
ど
も
の
保
護
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
及
び
助
言
を
し
、
並
び
に
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整

を
行
う
事
業

五

都
道
府
県
等
に
よ
る
生
活
困
窮
者
就
労
準
備
支
援
事
業
等
の
実
施
の
努
力
義
務
化
及
び
そ
の
適
切
な
実
施
に
係
る
指
針

の
公
表

１

都
道
府
県
等
は
、
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業
及
び
生
活
困
窮
者
住
居
確
保
給
付
金
の
支
給
の
ほ
か
、
生
活
困

窮
者
就
労
準
備
支
援
事
業
及
び
生
活
困
窮
者
家
計
改
善
支
援
事
業
を
行
う
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七

条
第
一
項
関
係
）

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
生
活
困
窮
者
就
労
準
備
支
援
事
業
及
び
生
活
困
窮
者
家
計
改
善
支
援
事
業
の
適
切
な
実
施
を
図

る
た
め
に
必
要
な
指
針
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
条
第
五
項
関
係
）

六

利
用
勧
奨
等



都
道
府
県
等
は
、
福
祉
、
就
労
、
教
育
、
税
務
、
住
宅
そ
の
他
の
そ
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
業
務
の
遂
行
に
当
た
っ
て

、
生
活
困
窮
者
を
把
握
し
た
と
き
は
、
当
該
生
活
困
窮
者
に
対
し
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
事
業
の
利
用
及

び
給
付
金
の
受
給
の
勧
奨
そ
の
他
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
八
条
関
係
）

七

支
援
会
議
の
設
置

１

都
道
府
県
等
は
、
関
係
機
関
、
都
道
府
県
等
か
ら
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業
等
の
委
託
を
受
け
た
者
、
生
活

困
窮
者
に
対
す
る
支
援
に
関
係
す
る
団
体
、
当
該
支
援
に
関
係
す
る
職
務
に
従
事
す
る
者
そ
の
他
の
関
係
者
に
よ
り
構

成
さ
れ
る
会
議
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
九
条
第
一
項
関
係
）

２

支
援
会
議
の
事
務
に
従
事
す
る
者
又
は
従
事
し
て
い
た
者
は
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
支
援
会
議
の
事
務
に
関
し
て

知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
九
条
第
五
項
関
係
）

八

都
道
府
県
の
市
等
の
職
員
に
対
す
る
研
修
等
事
業
の
創
設

都
道
府
県
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
条
第
一
項
関
係
）

１

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
の
実
施
に
関
す
る
事
務
に
従
事
す
る
市
等
の
職
員
の
資
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
研
修
の

事
業



２

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
事
業
又
は
給
付
金
の
支
給
を
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
行
う
た
め
の
体
制
の
整
備

、
支
援
手
法
に
関
す
る
市
等
に
対
す
る
情
報
提
供
、
助
言
そ
の
他
の
事
業

九

福
祉
事
務
所
を
設
置
し
て
い
な
い
町
村
に
よ
る
相
談
等
を
行
う
事
業
の
創
設

福
祉
事
務
所
を
設
置
し
て
い
な
い
町
村
は
、
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
自
立
の
支
援
に
つ
き
、
生
活
困
窮
者
及
び
生
活
困

窮
者
の
家
族
そ
の
他
の
関
係
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
及
び
助
言
、
都
道
府
県
と
の
連
絡
調
整
、
生

活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業
の
利
用
の
勧
奨
そ
の
他
必
要
な
援
助
を
行
う
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ

と
。
（
第
十
一
条
第
一
項
関
係
）

十

国
の
補
助

生
活
困
窮
者
就
労
準
備
支
援
事
業
及
び
生
活
困
窮
者
家
計
改
善
支
援
事
業
が
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
行
わ
れ
て
い
る
場

合
と
し
て
政
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
国
は
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
都
道
府
県
等
が
行
う
生
活
困
窮
者
家
計
改
善
支
援
事
業
の
実
施
に
要
す
る
費
用
の
三
分
の
二
以
内
を
補
助
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
五
条
第
四
項
関
係
）

十
一

情
報
提
供
等



都
道
府
県
等
は
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
事
業
及
び
給
付
金
の
支
給
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
生
活
保
護

法
に
規
定
す
る
要
保
護
者
と
な
る
お
そ
れ
が
高
い
者
を
把
握
し
た
と
き
は
、
当
該
者
に
対
し
、
同
法
に
基
づ
く
保
護
又

は
給
付
金
若
し
く
は
事
業
に
つ
い
て
の
情
報
の
提
供
、
助
言
そ
の
他
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第

二
十
三
条
関
係
）

十
二

そ
の
他

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。

第
二

生
活
保
護
法
の
一
部
改
正

一

生
活
扶
助
の
方
法

被
保
護
者
の
居
宅
に
お
い
て
生
活
扶
助
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
等
に
お
い
て
生
活
扶
助
を
行
う
施
設
に
、
日
常

生
活
支
援
住
居
施
設
（
社
会
福
祉
法
第
二
条
第
三
項
第
八
号
に
規
定
す
る
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
そ
の
他
の
施
設
で
あ

っ
て
、
被
保
護
者
に
対
す
る
日
常
生
活
上
の
支
援
の
実
施
に
必
要
な
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当

す
る
と
都
道
府
県
知
事
が
認
め
た
も
の
を
い
う
。
）
を
追
加
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
条
第
一
項
た
だ
し
書
関

係
）



二

医
療
扶
助
の
方
法

医
療
の
給
付
の
う
ち
、
医
療
を
担
当
す
る
医
師
又
は
歯
科
医
師
が
医
学
的
知
見
に
基
づ
き
後
発
医
薬
品
を
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
認
め
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
後
発
医
薬
品
に
よ
り
そ
の
給
付
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
三
十
四
条
第
三
項
関
係
）

三

進
学
準
備
給
付
金
の
創
設

都
道
府
県
知
事
、
市
長
及
び
福
祉
事
務
所
を
管
理
す
る
町
村
長
は
、
そ
の
管
理
に
属
す
る
福
祉
事
務
所
の
所
管
区
域
内

に
居
住
地
を
有
す
る
（
居
住
地
が
な
い
か
、
又
は
明
ら
か
で
な
い
と
き
は
当
該
所
管
区
域
内
に
あ
る
）
被
保
護
者
（
十
八

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
に
限
る
。
）
で

あ
っ
て
教
育
訓
練
施
設
の
う
ち
教
育
訓
練
の
内
容
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
確
実
に

入
学
す
る
と
見
込
ま
れ
る
も
の
に
対
し
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
進
学
準
備
給
付
金
を
支
給
す
る

も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
五
十
五
条
の
五
第
一
項
関
係
）

四

被
保
護
者
健
康
管
理
支
援
事
業
の
創
設
等

１

保
護
の
実
施
機
関
は
、
被
保
護
者
に
対
す
る
必
要
な
情
報
の
提
供
、
保
健
指
導
、
医
療
の
受
診
の
勧
奨
そ
の
他
の
被



保
護
者
の
健
康
の
保
持
及
び
増
進
を
図
る
た
め
の
事
業
（
以
下
「
被
保
護
者
健
康
管
理
支
援
事
業
」
と
い
う
。
）
を
実

施
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
五
十
五
条
の
八
第
一
項
関
係
）

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
被
保
護
者
健
康
管
理
支
援
事
業
の
実
施
に
資
す
る
た
め
、
被
保
護
者
の
年
齢
別
及
び
地
域
別
の

疾
病
の
動
向
そ
の
他
被
保
護
者
の
医
療
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
調
査
及
び
分
析
を
行
い
、
保
護
の
実
施
機
関
に
対
し

て
、
当
該
調
査
及
び
分
析
の
結
果
を
提
供
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
五
十
五
条
の
九
第
一
項
関
係
）

五

費
用
の
徴
収

１

急
迫
の
場
合
等
に
お
い
て
資
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
護
を
受
け
た
者
が
あ
る
と
き
（
徴
収
す
る
こ
と
が
適

当
で
な
い
と
き
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
き
を
除
く
。
）
は
、
保
護
に
要
す
る
費
用
を
支
弁
し
た
都
道
府
県

又
は
市
町
村
の
長
は
、
保
護
の
実
施
機
関
の
定
め
る
額
の
全
部
又
は
一
部
を
そ
の
者
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十
七
条
の
二
第
一
項
関
係
）

２

１
の
徴
収
金
は
、
生
活
保
護
法
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
国
税
徴
収
の
例
に
よ
り
徴
収
す
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十
七
条
の
二
第
二
項
関
係
）

３

１
の
場
合
に
お
い
て
、
保
護
の
実
施
機
関
は
、
被
保
護
者
が
、
保
護
金
品
（
金
銭
給
付
に
よ
っ
て
行
う
も
の
に
限
る



。
）
の
交
付
を
受
け
る
前
に
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
保
護
金
品
の
一
部
を
、
徴
収
金
の
納

入
に
充
て
る
旨
を
申
し
出
た
場
合
に
お
い
て
、
保
護
の
実
施
機
関
が
当
該
被
保
護
者
の
生
活
の
維
持
に
支
障
が
な
い
と

認
め
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
被
保
護
者
に
対
し
て
保
護
金
品
を
交
付
す
る
際
に

当
該
申
出
に
係
る
徴
収
金
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十
八
条
の
二
第
一
項
関
係
）

六

都
道
府
県
の
援
助
等

１

都
道
府
県
知
事
は
、
市
町
村
長
に
対
し
、
保
護
並
び
に
就
労
自
立
給
付
金
及
び
進
学
準
備
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る

事
務
の
適
正
な
実
施
並
び
に
被
保
護
者
就
労
支
援
事
業
及
び
被
保
護
者
健
康
管
理
支
援
事
業
の
効
果
的
か
つ
効
率
的
な

実
施
の
た
め
、
必
要
な
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
八
十
一
条
の
二
第
一
項

及
び
第
二
項
関
係
）

七

情
報
提
供
等

保
護
の
実
施
機
関
は
、
保
護
の
廃
止
を
行
う
に
際
し
て
は
、
当
該
保
護
を
廃
止
さ
れ
る
者
が
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

に
規
定
す
る
生
活
困
窮
者
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
者
に
対
し
て
、
同
法
に
基
づ
く
事
業
又
は
給
付
金
に
つ
い
て
の

情
報
の
提
供
、
助
言
そ
の
他
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
八
十
一
条
の
三
関
係
）



八

保
護
の
実
施
機
関
に
つ
い
て
の
特
例

１

保
護
の
実
施
機
関
に
つ
い
て
の
特
例
の
対
象
に
介
護
扶
助
（
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
及
び
介
護
予
防
特
定
施
設

入
居
者
生
活
介
護
に
限
る
。
）
を
委
託
し
て
行
う
場
合
を
追
加
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
九
条
第
三
項
関
係
）

２

当
分
の
間
、
保
護
の
実
施
機
関
に
つ
い
て
の
特
例
の
対
象
に
日
常
生
活
支
援
住
居
施
設
に
入
所
し
て
い
る
者
を
追
加

す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
十
六
項
関
係
）

九

そ
の
他

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。

第
三

社
会
福
祉
法
の
一
部
改
正

一

住
居
の
用
に
供
す
る
た
め
の
施
設
を
設
置
す
る
第
二
種
社
会
福
祉
事
業
の
規
制
の
強
化

１

住
居
の
用
に
供
す
る
た
め
の
施
設
を
設
置
し
て
、
第
二
種
社
会
福
祉
事
業
を
開
始
す
る
場
合
に
お
い
て
、
市
町
村
又

は
社
会
福
祉
法
人
は
、
事
業
開
始
の
日
か
ら
一
月
以
内
に
、
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
及
び
社
会
福
祉
法
人
以
外
の
者

は
、
事
業
の
開
始
前
に
、
そ
の
施
設
（
以
下
「
社
会
福
祉
住
居
施
設
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
地
の
都
道
府
県
知
事

に
、
施
設
の
名
称
等
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
十
八
条
の
二
関
係
）



２

都
道
府
県
は
、
社
会
福
祉
住
居
施
設
の
設
備
の
規
模
及
び
構
造
並
び
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
方
法
、
利
用
者
等

か
ら
の
苦
情
へ
の
対
応
そ
の
他
の
社
会
福
祉
住
居
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
、
条
例
で
基
準
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
十
八
条
の
五
第
一
項
関
係
）

３

社
会
福
祉
住
居
施
設
に
は
、
専
任
の
管
理
者
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
十
八
条
の
六

関
係
）

二

そ
の
他

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。

第
四

児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部
改
正

一

支
払
期
月
の
改
正

児
童
扶
養
手
当
の
支
払
期
月
を
毎
年
一
月
、
三
月
、
五
月
、
七
月
、
九
月
及
び
十
一
月
の
六
期
と
す
る
こ
と
。
（
第
七

条
第
三
項
関
係
）

二

支
給
制
限
の
適
用
期
間
の
改
正

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
制
限
の
適
用
期
間
等
を
そ
の
年
の
十
一
月
か
ら
翌
年
の
十
月
ま
で
と
す
る
こ
と
。
（
第
九
条
第



一
項
、
第
九
条
の
二
か
ら
第
十
一
条
ま
で
及
び
第
十
二
条
第
一
項
関
係
）

第
五

施
行
期
日
等

一

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
平
成
三
十
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
は
、
そ
れ
ぞ

れ
次
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
一
条
関
係
）

１

第
二
の
三

公
布
の
日

２

第
一
の
三
及
び
四

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

３

第
四
の
一

平
成
三
十
一
年
九
月
一
日

４

第
二
の
一
及
び
八
２
並
び
に
第
三

平
成
三
十
二
年
四
月
一
日

５

第
二
の
四

平
成
三
十
三
年
一
月
一
日

二

進
学
準
備
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
特
例

進
学
準
備
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
規
定
は
、
平
成
三
十
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第

二
条
関
係)



三

検
討

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
目
途
と
し
て
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
の
施
行
の
状
況
に
つ

い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と

。
（
附
則
第
八
条
関
係
）

四

経
過
措
置
等

こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
、
必
要
な
経
過
措
置
を
定
め
る
と
と
も
に
、
関
係
法
律
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と

。
（
附
則
第
三
条
か
ら
第
七
条
ま
で
及
び
第
九
条
か
ら
第
二
十
四
条
ま
で
関
係
）


